
負荷位相制御シミュレーションを使用したV2H評価方法

従来のV2Hは車から系統へ電力の供給もしくは簡易的な自立運転の機能だけでしたが、災害時等の停電時における非常用電源としての要
求が増えております。 その為実際の家電機器の運転動作が保証できる電圧源として信頼性を高める必要があります。
交直両用回生電子負荷Ene-phantは、特注で外部アナログ制御機能が追加することで、  模擬しずらい突入電流や歪みをもった負
荷電流の再現が可能で、より信頼性の高い試験を実施することができます。
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特長

進み遅れの位相設定により、容量性負荷・誘導性負荷・抵抗負荷の再現可能

直流・交流どちらも併用な交直両用モデル。回生機能を有し省エネ評価に貢献

50kWモデルまで標準品ラインナップ。最大150kWの三相交流負荷の構築が可能

関連製品

交直両用回生電子負荷「Ene-phantシリーズ」

https://www.keisoku.co.jp/pw/app/291/
https://www.keisoku.co.jp/pw/product/power/regen/ene-phant/ene-phant-a/


記載されている情報は、改良等により予告なしに変更されることがあります。最新の製品情報につきましては、当社までお問い合わせ頂け
ますようお願い致します。


